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は　じ　め　に
　日本の統計資料をみると、乳児死亡率は 1,000 人あたり 2.0（2016 年）となっており、世界
で最も低い国の一つで先進国平均の約半分である。しかし、世帯職業別乳児死亡率を比較する
と、貧困問題が大きく影を落としていることがわかる。乳児死亡 1,928 人の内訳をみると、従
業員数の多い企業に勤務する世帯の死亡率 1.1 に対して、無職の世帯では 15.7 で、両者には大
きな開きがある（図１）１）。
　無職世帯の出産状況に通じる調査として、佛教大学「脱貧困戦略の構築 - 共生社会のグラン































全数調査を 2009 年度から続けている。2013 年度の報告によると、およそ 250 分娩に１回の割
合で妊婦検診を受けていない妊婦が出産していた。妊婦の年齢分布をみると、10 代が 18％（全
国平均の 14 倍）を占め、母親のパートナーの 11％は無職であった。さらに、生活保護の受給






























（出生 1,000 比、平均 : 1995 年 4.3 → 2016 年 2.0）
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　現在進行中の主要な研究テーマ「How to eradicate poverty and optimize capability in pre-







役世帯のうち大人が一人の貧困率」についてである。そして II 貧困対策の枠組みは４点あり、1. 













日本は、0-17 歳における相対的貧困の割合は、OECD 基準においては 41 か国中 27 位 15.8% であっ



















的な生活実態を直接測定する点にある。例えば UNICEF イノチェンティ レポートカード 11
（2013）では、剥奪指標として「毎日の新鮮な果物や野菜」「学校の旅行や行事に参加する費用」















　一つの例として、同じ小学６年生の A 君と B さんがいたとする。A 君は母子家庭の二人暮
らしで、世帯の可処分所得は年額 150 万円（一人当たり 106 万円、相対的貧困基準だけではな
く地域の生活保護基準も下回る）である。一方、B さんは両親と 3 人で暮らしており、両親と
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で定着している新たな試みのあることを示した。こうした指標においても、「平成 20 年社会生
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[ 付記 ]
　本稿は、「社会小児科学の視点からみた子どもの貧困解決」（平成 29 年度〜平成 31 年度科学
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研究費 基盤研究 C 課題番号 17K04280）に基づく研究成果の一部である。
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